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テラヘルツ強度干渉計にむけた実証実験を目的とした強度干渉計実験の光学システム、広帯域かつ低雑音の読
み出し回路の開発の取り組みを報告する。
我々は 2 素子強度干渉計の実証実験のために周波数 500GHz、口径 76.2mm、基線長 10 – 50cm の光学シス

テムを製作している。本干渉計の特徴は、SIS 光子検出器を用いた広帯域・高速読み出しによる遅延時間測定で
ある。SIS光子検出器は 0.8Kで低リークが得られ約 300MΩの出力抵抗を持っている。このため信号を後段の広
帯域増幅器に接続するためのソースフォロワー回路の開発が必要である。冷却性能制限の消費電力 100µW で動
作し、出力抵抗が 3.4kΩ まで下げることの可能である 0.8K動作のソースフォロワー回路を開発した。4Kステー
ジでは消費電力 10mW以下で動作し、出力抵抗をさらに下げることが可能であるGaAs HEMTを候補として IV
特性、ゲートリークの評価を進めた。その結果、出力抵抗を 100Ω 以下まで下げることができ、SIS 光子検出器
の高速信号読み出しによる実現が可能である。本講演では信号読み出しシステムの評価および強度干渉計光学シ
ステムの概要を報告する。


